
研究会「原子核物理でつむぐ rプロセス」ご案内
ウェブサイト：https://www2.yukawa.kyoto-u.ac.jp/~rp2019

期日 ２０１９年５月２２日（水）から５月２４日（金）まで

場所 京都大学基礎物理学研究所　湯川記念館・パナソニック国際交流ホール

使用言語 基本的に日本語を想定しますが，英語での講演も歓迎いたします．

参加費 徴収しませんが，コーヒー・お茶代（実費）をいただく可能性があります．

参加登録 ウェブサイトにて登録：講演申し込みは，５月７日（火）まで

日本語：https://www2.yukawa.kyoto-u.ac.jp/~yipqs.project/form.php?id=457

English：https://www2.yukawa.kyoto-u.ac.jp/~yipqs.project/form_e.php?id=457

旅費補助 学生や若手ポスドクで旅費補助を希望される方は，４月１０日（水）までにご連絡下さい．財源が限

られていますので，予算の状況によってはご希望にそえない可能性があります．

懇親会 2日目（５月２３日）の夕刻に基研あるいは京大キャンパス内にて，懇親会の開催を予定しています．
登録時にお申し込みください．参加費は一般４０００円，学生が３０００円程度で準備しています．

開催趣旨 近年，金属欠乏星の詳細な元素組成観測や連星中性子星合体に伴う重力波＋電磁波観測（＝キロノ

バ）などの大きな進展により，宇宙における rプロセス元素の起源に対する理解が大きく進展している。
天体現象での rプロセスの理解のためには関係する原子核の性質の精密な理解が必要であるが，現状の
元素合成計算では理論予言値に大きく依存しており不定性も大きい。今後は，rプロセスの精密な研究
の時代において，多角的な視点での原子核理論の協力が不可欠である。

本研究会は，2018年 6月に理化学研究所仁科センターで開催された研究会「重力波観測時代の rプロセ
スと不安定核 」に引き続き開催される。今回は，特に rプロセスに関連する核物理の理論家を複数集め，
現状の元素合成計算の理論予言の問題点を洗い出し，今後の精密化において必要な課題を明確にしたい。

招待講演

今井 伸明（東大 CNS） ：中性子捕獲実験 木村 真明（北海道大） ：クラスター共鳴

久徳 浩太郎（KEK） ：コンパクト連星合体 小浦 寛之（JAEA） ：原子核質量

関口 雄一郎（東邦大） ：中性子星合体と rプロセス 千葉 敏（東京工大） ：超重元素・核分裂

角田 佑介（東大 CNS） ：ベータ崩壊 平居 悠（理研） ：rプロセスの銀河化学進化
本田 敏志（兵庫県大） ：rプロセス元素の観測 松尾 正之（新潟大） ：核反応・中性子捕獲

湊 太志（原子力機構） ：核反応・中性子捕獲 宮武 宇也（KEK 和光） ：第３ピーク領域の実験

西村 俊二（理研） ：rプロセスに関連する実験 西村 信哉（京大・基研） ：rプロセス元素合成
吉田 賢市（京大） ：ベータ崩壊 H. Liang（理研） ：原子核質量・ベータ崩壊

鷲山 広平（九大） ：超重元素・核分裂

世話人 井岡 邦仁（京大基研），板垣 直之（京大基研），宇都野 穣（原子力機構），緒方 一介（阪大 RCNP），
西村 信哉（京大基研，連絡責任），萩野 浩一（東北大理），堀内 渉（北大理），吉田 賢市（京大理），

和南城 伸也（マックスプランク・AEI）

主催 京都大学基礎物理学研究所

問い合せ 登録フォームのコメントか，e-mail( rp2019@yukawa.kyoto-u.ac.jp ）で連絡下さい．


